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北方型牧草の混播に関する研究

第 2報 混播組合せが乾物収量ならびに草種構成におよぼす影響
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マメ科牧草とイネ宇|牧草との混播において， それぞれの特性をし、かして生育されることが

望ましいが， その組合せ，揺種割合，播種量，施肥量，利用法および環境条件などが複雑に作

それぞれ異なった生育経過をたどる14L用して，

この研究はマメ科牧草の代表的な草種である Alfalfaと Ladinoclover に対して， イネ

科牧草の6草種をそれぞれ組合せた混播 (混合播交合播) と k追肥が，乾物収量およびマ

メ科率の推移に及ぼす影響を明らかにするために，実施したものである。

研 究 方 法

1. 播種方法および播種量

マメ科草種として Alfalfa(AL一品種 Dupiuts)と Ladinoclover (LC)の2種を供試し，

これにイネ科草種として Orchardgrass (OG). Timothy. (T). 

Smooth brome grass (SBG). Reed canary grass (RCG). Perennial rye耳目白 (PRG)お

よび Tallfescue (TF)の6種を混播した。

播種方法は条播で混合播と交互揺である。

2. 供試面積および区制

1区当たり面積は5沢x30択(1.524m x 9.144 m)で， 収量調査は3!!R刃幅の Jarimower 
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